
は
じ
め
に

　
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
の
時
代

以
降
、
都
市
農
業
・
農
地
の
話
題
は
市
民
生
活
や
住

環
境
と
対
に
な
っ
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最

近
は
高
地
価
の
記
憶
も
薄
ら
ぎ
、
園
芸
ブ
ー
ム
を
追

い
風
に
市
民
農
園
の
人
気
が
急
上
昇
中
で
あ
る
。
で

は
、
十
年
と
少
し
後
の
二
〇
一
〇
年
は
？

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
緑
政
局
内
で
実
施
さ
れ
た
職

員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（
注
①
）
お
よ
び
農
政
部
内

で
の
不
耕
作
農
地
対
策
の
検
討
（
注
②
）
を
元
に
、

ゆ
め
は
ま
二
〇
一
〇
プ
ラ
ン
達
成
時
期
の
郊
外
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
と
農
地
保
全
・
活
用
策
に
つ
い
て
、

個
人
的
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

１
－
二
十
一
世
紀
初
頭
の
農
地
利
用
動
向

①
－
不
足
す
る
農
業
の
担
い
手
労
働
力

　
農
業
の
後
継
者
不
足
は
、
昨
今
を
問
わ
ず
、
高
度

経
済
成
長
期
か
ら
ず
っ
と
嘆
か
れ
て
き
た
問
題
で
あ

る
。
横
浜
市
内
で
も
都
市
農
業
の
担
い
手
不
足
は
常

に
語
ら
れ
、
農
政
に
対
し
て
問
わ
れ
続
け
て
き
た
。

　
特
に
最
近
の
全
国
的
な
課
題
と
し
て
、
戦
後
農
業

の
中
心
的
担
い
手
と
い
わ
れ
る
昭
和
一
ヶ
夕
世
代
が

リ
タ
イ
ア
期
を
迎
え
る
。
横
浜
市
内
の
農
業
従
事
者

も
、
こ
の
世
代
が
半
数
近
く
を
占
め
、
統
計
的
に
は

高
齢
化
が
進
み
続
け
て
い
る
（
図
１
１
）
。

　
二
〇
一
〇
年
頃
に
は
、
こ
の
年
齢
層
の
リ
タ
イ
ア

に
よ
り
、
市
内
の
農
業
従
事
者
数
の
減
少
の
傾
向
は

急
速
に
進
む
は
ず
だ
。
市
内
の
農
地
の
耕
作
や
管
理

に
要
す
る
労
働
力
は
ヽ
今
ま
で
に
増
し
て
絶
対
的
に

不
足
す
る
こ
と
に
な
る
。

②
－
二
極
分
化
が
進
む
農
業
の
担
い
手

　
と
は
い
え
、
立
地
の
有
利
性
を
生
か
し
て
、
充
実

し
た
経
営
を
展
開
す
る
都
市
農
家
も
一
定
割
合
存
在

す
る
。
現
在
、
昭
和
一
ヶ
夕
世
代
の
次
世
代
に
あ
た

る
三
十
～
四
十
歳
代
の
農
業
従
事
者
は
市
内
に
約
二

千
二
百
人
（
農
業
就
業
人
口
の
二
十
一
・
五
％
）
い

る
。
彼
ら
の
代
表
的
な
姿
は
、
両
親
か
ら
経
営
を
引

き
継
ぎ
、
生
産
の
施
設
化
や
機
械
化
を
進
め
る
中
堅

層
の
担
い
手
で
あ
る
。

　
こ
の
世
代
が
就
業
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
全
国

的
に
比
較
し
て
も
、
横
浜
市
は
非
常
に
高
い
位
置
に

入
る
（
注
③
）
。
彼
ら
の
中
に
は
、
生
産
性
の
高
い

平
坦
地
の
農
地
を
借
地
な
ど
に
よ
り
活
用
し
、
規
模

拡
大
や
農
地
利
用
の
高
度
集
積
を
進
め
る
者
も
少
な

か
ら
ず
い
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
経
営
規
模
を
縮
小
す

る
兼
業
農
家
や
自
給
的
な
農
家
も
、
今
後
と
も
多
数

存
在
し
続
け
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
農
家
が
利
用

す
る
農
地
面
積
は
限
ら
れ
て
い
る
。

　
仮
に
、
現
在
の
農
家
数
約
五
千
戸
の
約
三
割
を
占

め
る
主
業
的
農
家
（
注
④
）
が
耕
作
を
続
け
る
と
想

定
し
て
み
よ
う
。
千
五
百
戸
の
農
家
が
平
均
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
を
利
用
す
る
と
、
農
業
生
産
の
主
体

と
な
る
農
地
は
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
。
そ
の

他
に
、
中
小
規
模
や
自
給
的
農
家
（
注
⑤
）
が
利
用

す
る
農
地
を
千
五
百
戸
で
平
均
〇
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
し
て
、
両
者
を
あ
わ
せ
る
と
、
現
在
の
市
内
の
農

地
面
積
約
四
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
半
分
程
度
に
と
ど
ま

り
、
残
る
半
分
は
経
営
的
水
準
で
の
耕
作
は
困
難
と

な
る
可
能
性
が
高
い
。

③
－
農
地
利
用
の
偏
在
化
＝
荒
廃
地
域
の
偏
在
化

　
農
地
利
用
の
分
布
傾
向
と
し
て
は
、
規
模
拡
大
や

高
度
利
用
集
積
の
対
象
と
な
る
優
良
農
地
と
、
利
用

度
が
低
下
し
不
耕
作
地
化
す
る
条
件
不
利
地
と
に
、

二
極
分
化
が
進
む
と
思
わ
れ
る
。
条
件
不
利
地
と

は
、
た
と
え
ば
、
斜
面
地
や
谷
戸
、
混
住
化
地
域
な

ど
、
基
盤
整
備
や
機
械
化
が
図
り
に
く
い
地
域
を
さ

す
。
今
後
は
、
農
地
利
用
の
偏
在
化
か
ま
す
ま
す
進

む
と
見
込
ま
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
不
耕
作
地
が
偏

在
し
て
大
量
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
時
、
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
た
農
地
は
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
今
ま
で
な
ら
、
都
市
的
土
地
利
用
の
圧
力
の
も
と

に
、
た
や
す
く
都
市
開
発
や
業
務
用
地
へ
の
転
用
が

進
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
二
十
一
世
紀
当
初
以
降
の

図―１　横浜市内の年齢別農業就業人口(平成７年)(単位：人)
は
じ
め
に

１
ｌ
二
十
一
世
紀
初
頭
の
農
地
利
用
動
向

２
－
成
熟
期
を
迎
え
る
市
民
と
経
済

３
－
”
農
”
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
地
域
づ

４
－
農
業
政
策
か
ら
”
農
”
の
あ
る
ま
ち
づ

　
　
く
り
へ

　
（
注
①
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
成
果
は
、

緑
政
局
企
画
課
が
と
り
ま
と
め
た
報
告
書

「
緑
・
農
・
公
　
混
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

レ
ポ
ー
ト
」
（
平
成
七
年
十
二
月
）
に
「
調

整
白
地
地
域
等
に
お
け
る
土
地
利
用
誘
導
策

検
討
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
注
②
）
調
整
区
域
内
の
集
団
的
農
地
と
し

て
、
農
振
法
に
よ
り
用
途
指
定
さ
れ
た
農
業

振
興
地
域
内
の
農
用
区
域
に
お
い
て
、
増
加

が
予
想
さ
れ
る
不
耕
作
農
地
の
解
消
を
目
的

に
、
市
民
に
よ
る
耕
作
を
視
野
に
入
れ
た
調

査
・
検
討
を
行
っ
た
。

　
（
注
③
）
全
国
の
農
業
就
業
人
口
に
占
め
る

三
十
～
四
十
歳
代
の
就
業
者
の
比
率
は

一
七
・
五
％
（
平
成
八
年
）
。
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本
市
で
は
、
産
業
経
済
の
成
熟
化
と
空
洞
化
、
人
口

増
加
の
鈍
化
が
始
ま
っ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
、
従
来

の
よ
う
な
都
市
的
用
途
へ
の
転
用
の
需
要
は
減
少
し

て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
公
共
事
業
に
よ

る
開
発
や
公
園
・
緑
地
と
し
て
の
買
収
や
借
地
利
用

に
も
、
現
在
す
で
に
財
源
か
ら
し
て
限
度
が
見
え
て

い
る
。

　
す
る
と
、
農
地
と
し
て
利
用
が
見
込
め
な
い
多
数

の
条
件
不
利
地
は
、
耕
作
で
き
ず
、
開
発
で
き
ず
、

公
共
買
収
も
で
き
な
い
△
未
利
用
地
▽
の
ま
ま
残
さ

れ
る
お
そ
れ
が
大
き
い
。
管
理
が
行
き
届
か
な
い
土

地
が
各
地
に
急
増
す
る
事
態
は
、
も
は
や
農
業
・
農

政
の
分
野
を
超
え
、
市
政
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
ね
ば

な
ら
な
い
都
市
計
画
・
土
地
利
用
上
の
課
題
で
は
な

か
ろ
う
か
。

熟
化
と
安
定
化
が
、
シ
リ
ア
ス
な
生
活
設
計
と
表
裏

一
体
の
形
で
進
行
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

２
－
成
熟
期
を
迎
え
る
市
民
と
経
済

①
－
退
職
期
に
向
か
う
団
塊
世
代

　
横
浜
市
の
年
齢
別
人
口
構
成
は
、
団
塊
の
世
代
と

そ
の
子
世
代
が
高
い
比
率
を
占
め
る
二
つ
の
モ
ー
ド

（
最
頻
値
）
を
も
つ
（
図
－
２
）
。
現
在
五
十
歳
前
後

の
団
塊
の
世
代
は
、
二
〇
一
〇
年
を
前
に
し
て
六
十

歳
を
迎
え
、
大
多
数
は
企
業
の
第
一
線
か
ら
退
職
す

る
こ
と
に
な
る
。
本
市
の
人
口
構
成
に
大
き
な
変
化

が
な
い
と
す
る
と
、
そ
の
時
期
の
六
十
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
が
占
め
る
比
率
は
急
増
す
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
市
民
の
消
費
活
動
に
も
、
質
的
な

変
化
が
起
こ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
健

康
・
福
祉
関
連
部
門
へ
の
傾
斜
と
と
も
に
、
安
定
し

た
地
域
生
活
を
求
め
る
志
向
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
（
農
園
耕
作
や
実
用
的
な
工
芸
な
ど
）
を
志

向
す
る
傾
向
が
強
ま
る
。
い
わ
ゆ
る
消
費
社
会
の
成

②
－
高
齢
化
が
進
む
郊
外
の
「
新
興
住
宅
地
」

　
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
市
民
の
約
八
割
は
市

内
で
の
定
住
を
続
け
る
意
向
を
示
し
て
い
る
（
注

⑥
）
。
す
る
と
、
住
宅
地
の
一
部
に
高
齢
化
が
進
み
、

さ
ら
に
子
世
代
の
独
立
や
親
世
代
の
死
亡
に
よ
り
人

口
が
減
少
に
転
じ
る
地
域
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

そ
う
し
た
傾
向
が
顕
著
な
の
が
、
高
度
経
済
成
長

期
に
郊
外
部
に
造
成
さ
れ
た
「
新
興
」
住
宅
地
な
ど

で
あ
る
。
実
際
に
、
市
内
で
も
戦
後
早
く
に
宅
地
化

か
進
ん
だ
湾
岸
丘
陵
部
や
、
東
京
都
に
近
い
港

北
・
青
葉
区
の
私
鉄
沿
線
で
は
、
そ
う
し
た
傾
向
が

現
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　
地
域
社
会
に
お
け
る
年
齢
別
人
口
構
成
は
、
そ
の

地
域
の
成
り
立
ち
に
よ
っ
て
異
な
り
、
こ
う
し
た

△
高
齢
化
地
域
▽
は
著
し
く
偏
在
化
す
る
と
推
測
で

き
る
。
高
度
経
済
成
長
に
伴
っ
て
発
生
し
た
横
浜
市

内
の
「
人
口
爆
発
」
が
、
約
三
十
年
を
経
て
成
熟
化
＝

高
齢
化
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

③
－
緑
・
”
農
”
に
向
か
う
市
民
活
動

　
そ
う
し
た
社
会
の
流
れ
の
中
で
、
郊
外
の
住
宅
地

な
ど
で
は
、
多
様
な
生
活
ス
タ
イ
ル
や
社
会
参
加
活

動
の
模
索
が
始
ま
っ
て
い
る
。
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
地
域
の
自
然
環
境
保
全
活
動
な
ど
の
中

で
、
団
塊
世
代
と
そ
の
上
の
世
代
の
活
躍
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
の
活
動
の
内
容
と
し

て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
福
祉
・
文
化
活
動
と
と
も
に
、

環
境
、
そ
し
て
緑
・
”
農
（
注
⑦
）
”
へ
の
志
向
が

増
大
し
つ
つ
あ
る
。
背
景
に
は
、
健
康
維
持
に
つ
な

が
る
食
へ
の
関
心
と
と
も
に
、
彼
ら
の
う
ち
の
多
数

を
占
め
る
地
方
出
身
者
の
成
長
期
の
体
験
や
郷
愁
が

重
な
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
郊
外
住
宅
地
に
島
状
に
偏
在
す
る
こ
と
に
な
る

△
高
齢
化
地
域
▽
で
は
、
周
囲
に
農
地
・
緑
地
な
ど

の
自
然
資
源
が
存
在
す
る
。
地
域
社
会
の
活
動
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
身
近
な
既
存
の
自
然
資
源
を
再

発
見
し
、
依
存
を
強
め
て
い
く
だ
ろ
う
。

３

”
農
”
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
地
域
づ

く
り

①
－
適
正
規
模
・
持
続
可
能
性
へ
の
シ
フ
ト

　
二
十
一
世
紀
初
頭
の
郊
外
部
の
土
地
利
用
と
市
民

社
会
の
動
向
か
ら
、
二
つ
の
顕
著
な
傾
向
が
推
定
さ

れ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
都
市
郊
外
に
偏
在
す
る
多
数
の
△
未

利
用
地
▽
と
、
△
高
齢
化
地
域
▽
の
出
現
で
あ
る
。

こ
の
二
点
は
今
後
、
郊
外
部
、
と
り
わ
け
農
地
・
山

林
が
広
く
分
布
す
る
農
業
地
域
の
土
地
利
用
を
考
え

る
上
で
、
重
要
な
基
調
と
な
ろ
う
。

　
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
経
済
成
長
の
減
速
に
よ

り
長
期
的
な
設
備
投
資
の
拡
大
に
は
限
界
が
あ
る
点

で
あ
る
。
要
は
、
地
域
生
活
の
あ
り
よ
う
に
見
合

っ
た
開
発
規
模
の
適
正
化
や
、
経
済
性
・
環
境
面
と

も
に
持
続
が
可
能
な
社
会
の
追
求
、
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
低
減
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
市
民
生
活
の
あ
り
よ
う
も
ま

た
、
変
貌
を
と
げ
て
く
る
だ
ろ
う
。
自
ら
の
生
活
を

健
全
に
維
持
す
る
た
め
、
自
主
的
な
社
会
参
加
や
、

自
助
的
な
地
域
活
動
が
促
進
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
成
熟
社
会
の
経
済
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
っ
た
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
は
、
個
々
人
の
生
活
コ
ス
ト

や
社
会
の
リ
ス
ク
を
引
き
下
げ
る
。
そ
れ
は
、
高
齢

特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
④
成
熟
社
会
に
お
け
る
総
合
的
な
地
域
開
発
の
視
点
－
横
浜
市
の
課
題
か
ら
Ｉ

　
（
注
④
）
主
業
的
農
家
と
は
、
農
業
所
得
が

主
で
、
六
十
五
歳
未
満
の
農
業
従
事
六
十
日

以
上
の
者
が
い
る
農
家
を
さ
す
。
従
来
「
専

業
農
家
」
に
替
わ
る
農
家
分
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
あ
る
。
（
農
業
セ
ン
サ
ス
一
九
九
五
）

　
（
注
⑤
）
自
給
的
農
家
と
は
、
経
営
耕
地
面

積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
、
か
つ
農
産

物
販
売
金
額
が
一
年
間
で
五
十
万
円
未
満
の

農
家
を
さ
す
。
「
販
売
農
家
」
と
対
に
な
り
、

農
家
を
二
分
す
る
基
本
的
な
農
家
分
類
で
あ

る
。
（
農
業
セ
ン
サ
ス
一
九
九
五
）

　
（
注
⑥
）
横
浜
市
民
意
識
調
査
（
平
成
八
年

度
）
に
よ
る
と
、
「
現
住
地
に
住
み
続
け
る
」

と
「
た
ぶ
ん
住
み
続
け
る
」
に
「
横
浜
市
内

で
の
移
転
希
望
」
を
加
え
る
と
、
市
内
定
住

意
向
は
八
〇
・
四
％
に
の
ぼ
る
。

　
（
注
⑦
）
緑
政
局
で
は
、
都
市
農
業
を
産
業

と
し
て
と
ら
え
る
と
き
「
農
業
」
、
生
産
活

動
の
ほ
か
環
境
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

文
化
等
の
産
業
以
外
の
要
素
を
含
め
て

「
”
農
”
」
と
称
し
て
い
る
。

横浜市の年齢別人口構成(平成７年)図―2
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化
社
会
を
目
前
に
危
惧
さ
れ
る
、
地
域
社
会
や
市
民

生
活
に
か
か
る
投
資
の
急
増
を
緩
和
し
、
行
政
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

②
－
「
”
農
”
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
形
成

　
そ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
二
つ
の
背
景
を
重
ね
合
わ

せ
る
と
、
郊
外
部
の
△
未
利
用
地
▽
の
環
境
を
活
用

し
た
地
域
活
動
が
浮
上
し
て
く
る
。
地
域
に
存
在
す

る
里
山
・
農
的
環
境
を
保
全
・
維
持
し
つ
つ
生
産
や

収
穫
を
あ
げ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
個
々
人
の

生
活
に
寄
与
す
る
よ
う
な
活
動
－
そ
の
萌
芽
は
す

で
に
、
市
内
各
地
で
小
規
模
な
が
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
活
動
に
参
加
す
る
市
民
の
意
識
に
は
、
健
康
・
安

全
な
生
活
へ
の
希
求
や
、
四
季
の
自
然
や
風
土
を
味

わ
え
る
全
人
間
的
な
生
活
環
境
へ
の
あ
こ
が
れ
が
表

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
指
向
や
活
動
の
総
体
を
、
都

市
郊
外
に
お
け
る
「
”
農
”
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　
幸
い
、
横
浜
市
の
郊
外
部
に
は
、
密
集
し
た
宅
地

開
発
地
の
近
隣
に
も
広
い
市
街
化
調
整
区
域
が
存
在

し
、
農
地
や
雑
木
林
を
随
所
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。
郊
外
に
偏
在
す
る
で
あ
ろ
う
多
数
の
△
高
齢

化
地
域
▽
に
お
い
て
、
”
農
”
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
成
立
す
る
外
的
条
件
は
、
整
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

４

農
業
政
策
か
ら
”
農
”
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
へ

①
－
多
様
化
が
求
め
ら
れ
る
”
農
”
の
施
策
コ
ン
セ

　
　
プ
ト

　
一
九
九
〇
年
に
市
民
農
園
整
備
促
進
法
が
施
行
さ

れ
て
以
来
、
全
国
各
地
で
市
民
の
農
地
利
用
の
さ
ま

ざ
ま
な
形
態
が
登
場
し
つ
つ
あ
る
。
農
地
法
の
制
約

（
注
⑧
）
は
依
然
と
し
て
あ
る
も
の
の
、
農
政
・
農

家
サ
イ
ド
か
ら
農
地
管
理
へ
の
市
民
参
加
の
意
識
が

芽
生
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
一
方
、
市
民
が
求
め
る
ぷ
芦
体
験
の
内
容
や
時

間
の
長
さ
等
の
ニ
ー
ズ
、
そ
し
て
彼
ら
の
作
業
の
熟

練
度
は
千
差
万
別
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す

参
加
形
態
や
技
術
レ
ベ
ル
は
多
様
化
し
て
く
る
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、
農
地
の
利
用
に
は
多
様
な
コ
ン
セ

プ
ト
と
メ
ニ
ユ
ー
が
必
要
だ
。

　
現
在
は
、
”
農
”
体
験
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
階
層

化
・
構
造
化
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
し
て
も
、
市
民

参
加
型
施
策
の
開
拓
は
、
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

と
い
え
る
。

②
－
成
熟
社
会
の
”
農
”
政
策
へ
の
方
向
性

　
成
熟
期
に
向
け
て
、
農
業
・
農
地
・
”
農
”
に
か

か
わ
る
市
民
活
動
の
展
開
に
は
次
の
要
因
が
重
要
と

思
わ
れ
る
。

　
第
一
に
、
郊
外
に
偏
在
す
る
こ
と
に
な
る
条
件
不

利
△
未
利
用
地
▽
は
、
市
民
の
”
農
”
体
験
に
と
っ

て
の
好
適
地
に
な
り
う
る
こ
と
を
認
識
し
、
環
境
資

源
と
し
て
の
評
価
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
農
業

経
営
に
と
っ
て
は
条
件
不
利
な
傾
斜
地
や
谷
戸
は
、

斜
面
林
や
草
地
、
水
源
な
ど
の
自
然
資
源
を
含
み
、

小
規
模
の
”
農
”
体
験
の
場
と
し
て
は
、
か
え
っ
て

好
適
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
偏
在
す
る
△
高
齢
化
地
域
▽
の
市
民
活

動
を
、
△
未
利
用
地
▽
と
つ
な
ぎ
、
活
動
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
提
供
す
る
誘
導
策
が
必
要
で
あ
る
。
農
地
・

山
林
を
主
体
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
の
活
用
方
法
は
、

耕
作
や
山
林
管
理
に
限
ら
ず
、
福
祉
・
文
化
面
に
わ

た
る
多
様
な
道
が
あ
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
政
策
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
農
業
・
農
地
の

み
に
限
定
せ
ず
、
健
康
増
進
や
食
生
活
の
向
上
、
自

然
教
育
、
地
域
交
流
な
ど
、
農
園
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
総
体
的
な
生
活
の
政
策
と
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
。
農
作
業
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
が
、
地
域
の
高
齢

者
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
社
会
化
し
た
り
、
ま
ち

づ
く
り
や
行
政
事
業
へ
深
化
す
る
な
ど
、
総
合
化
の

動
き
も
で
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
第
四
に
、
市
民
参
加
型
の
”
農
”
活
動
の
企
画
運

営
手
法
の
蓄
積
、
お
よ
び
”
農
”
体
験
に
適
し
た
生

産
技
術
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

各
種
の
市
民
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
共
通
の
部
分
が
多

い
た
め
、
他
分
野
の
事
例
が
援
用
で
き
よ
う
。

　
一
方
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
安
全
に
生
産
や
収
穫
を
楽

し
む
た
め
の
技
術
は
、
自
ず
と
プ
ロ
の
農
業
技
術
と

は
異
な
る
。
市
民
向
け
技
術
の
開
発
と
、
農
地
と
い

う
歴
史
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
有
効
に
活
用
で
き
る
技

能
の
習
得
が
必
要
だ
ろ
う
。
特
に
、
第
一
次
産
業
に

関
わ
る
活
動
は
、
自
然
と
人
間
の
関
係
性
を
体
感
で

き
る
こ
と
が
本
質
的
な
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
に
要
す

る
「
技
」
の
活
用
も
楽
し
み
の
う
ち
で
あ
る
か
ら

③
－
現
行
の
農
業
政
策
か
ら
の
展
望

　
以
上
の
視
点
か
ら
農
政
・
緑
政
の
施
策
を
展
望
す

る
と
、
成
熟
社
会
に
向
け
て
多
く
の
可
能
性
の
芽
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

ア
柴
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ァ
ー
ム
に
お
け
る
障
害
者
の
参

　
加
事
例

　
九
八
年
五
月
に
金
沢
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
柴
シ
ー

サ
イ
ド
フ
ァ
ー
ム
（
注
⑨
）
は
、
約
五
百
区
画
の
農

園
に
三
倍
以
上
の
利
用
希
望
者
が
殺
到
し
、
活
気
あ

る
市
民
の
耕
作
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
車
イ

　
（
注
⑧
）
農
地
法
は
、
農
地
の
耕
作
目
的
の

取
得
・
借
入
を
農
家
資
格
が
あ
る
者
に
限
っ

て
い
る
（
農
地
法
三
条
）
。
農
家
以
外
の
市

民
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
目
的
で
農
地

を
合
法
的
に
使
用
す
る
に
は
、
農
家
の
作
業

の
一
部
を
「
体
験
」
す
る
か
、
市
民
農
園
法

に
基
づ
い
た
農
園
を
借
り
る
こ
と
に
な
る
。

柴シーサイドファーム福祉区画写真　
（
注
⑨
）
柴
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ァ
ー
ム

金
沢
区
柴
町
の
丘
陵
部
に
あ
る
柴
農
業
専
用

地
区
内
に
設
置
さ
れ
た
市
民
農
園
。
約
三
十

平
方
メ
ー
ト
ル
の
貸
し
農
園
が
約
五
百
区
画

の
ほ
か
、
団
体
利
用
の
区
画
お
よ
び
車
椅
子

で
も
作
業
可
能
な
よ
う
に
地
面
か
ら
数
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
高
く
設
置
し
た
小
区
画
も
あ

る
。
平
成
九
年
秋
に
は
、
農
園
の
開
園
に
先

立
ち
一
般
の
農
地
も
利
用
し
て
障
害
者
お
よ

び
そ
の
支
援
者
が
参
加
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽

培
イ
ベ
ン
ト
（
写
真
）
が
開
催
さ
れ
た
。
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ス
で
も
耕
作
可
能
な
ベ
ッ
ド
式
の
区
画
も
試
験
的
な

が
ら
設
置
さ
れ
、
多
く
の
障
害
者
グ
ル
ー
プ
の
活
動

が
始
ま
っ
て
い
る
（
写
真
）
。

④
「
恵
み
の
里
」
事
業
の
も
つ
”
農
”
的
地
域
づ
く

　
り
へ
の
可
能
性

　
ま
た
、
「
恵
み
の
里
」
と
称
し
て
、
農
業
地
域
の

農
地
や
環
境
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
”
農
”
体
験
や
農

産
物
の
直
接
購
入
を
都
市
生
活
の
日
常
と
し
て
継
続

で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
に
着
手
し
て
い
る
（
注

⑩
）
。
こ
の
事
業
は
、
市
民
の
社
会
活
動
の
多
様
化
と

相
ま
っ
て
、
現
在
の
行
政
組
織
の
枠
を
越
え
る
成
熟

化
郊
外
地
域
の
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
の
ひ
と
つ
の

柱
と
成
り
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
参
加
者
層

は
、
ま
さ
に
こ
こ
で
言
う
「
”
農
”
的
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
」
を
求
め
る
都
市
住
民
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

④
－
成
熟
社
会
へ
向
け
て
理
念
の
確
立
を

　
こ
れ
ら
の
芽
を
成
熟
社
会
の
市
民
像
へ
の
発
展
さ

せ
る
た
め
、
農
・
緑
政
策
の
視
野
も
、
農
業
・
農
地
・

山
林
か
ら
、
里
地
・
市
街
地
と
地
域
住
民
を
含
む
地

域
政
策
へ
の
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
な
ろ

う
。
多
様
な
活
動
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
を
地
域
の
既

存
自
然
資
源
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ウ
ェ
ア
と
で
も
呼
ぶ
べ

き
か
）
の
有
効
活
用
に
結
び
つ
け
て
ゆ
く
、
ソ
フ
ト

で
も
ハ
ー
ド
で
も
な
い
第
三
の
機
能
を
、
行
政
内
で

の
農
政
・
緑
政
の
役
割
と
し
て
認
識
し
た
い
。
事
業

局
自
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
の
出
先
機
関
と
し
て
、
方

面
別
に
存
在
す
る
農
政
事
務
所
・
公
園
緑
地
事
務
所

な
ど
は
、
各
区
役
所
と
同
様
に
、
市
民
活
動
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
拡
充
が
必
要
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
成
熟
社
会
に
お
い
て
地
域
に

恵
み
豊
か
に
暮
ら
す
市
民
の
「
”
農
”
的
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
」
に
基
く
”
農
”
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、

市
民
や
農
業
者
と
と
も
に
創
出
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
△
緑
政
局
南
西
部
農
政
事
務
所
▽

　
特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
④
成
熟
社
会
に
お
け
る
総
合
的
な
地
域
開
発
の
視
点
‐
横
浜
市
の
課
題
か
ら
Ｉ

　
（
注
⑩
）
恵
み
の
里

地
域
の
特
産
物
の
生
産
振
興
を
は
か
る
と
と

も
に
、
市
民
の
多
様
な
”
農
”
体
験
の
拠
点

づ
く
り
を
行
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
農
業
地
域

の
総
合
整
備
事
業
。
ゆ
め
は
ま
二
〇
一
〇
プ

ラ
ン
の
農
政
分
野
の
主
な
事
業
に
掲
げ
ら
れ

て
お
り
、
現
在
、
基
礎
調
査
と
と
も
に
市
民

に
よ
る
水
田
耕
作
の
試
み
が
進
行
中
で
あ
る
。
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い
た
問
題
を
提
起
し
た
が
、
筆
者
は
農
地
の
市
民
利

用
が
解
決
策
の
全
て
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
を
、

誤
解
を
防
ぐ
た
め
付
言
し
て
お
き
た
い
。
仮
に
、
横

浜
市
民
約
百
万
世
帯
の
一
％
が
各
百
平
方
メ
ー
ト
ル

（
柴
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ァ
ー
ム
の
農
園
区
画
の
三
倍
の

面
積
）
の
農
地
を
耕
作
し
た
と
想
定
し
て
も
、
利
用

面
積
は
わ
ず
か
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
し
か
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
も
、
現
行
の
形
態
の
市
民
農
園
に
よ
る
土
地

管
理
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
△
未
利
用
地
▽
の
利
用
・
管
理
を
行
う
「
多
様

な
」
手
法
や
技
術
を
、
農
家
・
都
市
住
民
・
行
政
の

協
力
に
よ
っ
て
創
り
だ
す
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
農
業
経
営
に
よ
る
土
地
利
用
・
管
理
（
＝

耕
作
）
の
継
続
に
つ
い
て
も
、
郊
外
部
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
行
政
負
担
軽
減
の
視
点
か
ら
、
重
要
性

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
二
十
一
世
紀
に
お
い
て

も
都
市
農
業
経
営
の
振
興
と
安
定
化
は
、
都
市
経
営

の
政
策
と
し
て
も
不
可
欠
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

Λ
補
記
▽

　
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
二
〇
一
〇
年
前
後
の
市
民
社

会
と
農
業
地
域
の
土
地
利
用
と
の
関
係
に
主
眼
を
置
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